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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

幸若舞の里づくり会
　　事務局　橋本守行
　　電話090-7746-8689

　第 ２０ 号
  令和　元年　９月　１日

   幸 若 か わ ら 版  

あさひまつり幸若コーナー開設 
 
第
四
十
四
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
は
、
台
風
の

影
響
で
一
日
順
延
さ
れ
て
七
月
二
十
八
日

（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
新

築
工
事
の
関
係
で
、
会
場
を
西
田
中
旧
駅
前

通
り
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
本
年
も
民
謡
踊
り
や
山
車
の
巡
行
の
ほ
か

ふ
れ
あ
い
横
丁
と
し
て
各
種
屋
台
や
売
店
が

設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
町
内
の
各
種
団
体
・
各

区
な
ど
が
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

 
本
会
で
も
赤
玉
書
店
南
隣
の
空
き
地
に
張

ら
れ
た
テ
ン
ト
内
に
、
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
先
般
制
作
し
た
Ｐ
Ｒ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
越
前
幸
若
舞
」
や
山
口
顧
問
の
解

説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
テ
レ
ビ
上
映
す
る
と
と
も
に
、

関
係
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
辻
会
長
を
は
じ
め
本
会
の
役
員
が
、

「
幸
若
ジ
ャ
ン
バ
ー
」
を
身
に
つ
け
て
民
謡

踊
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

 

小浜研修旅行参加者募集！ 
出発日時場所  １０月２７日（日）午前８時、役場前 

到着時刻場所  同日午後５時３０分、役場前 

主な訪問地   常高寺、小浜西組まちなみ散策、まちの駅旭座 

        県立年縞博物館  

昼   食   料亭「酔月」 山口顧問講話 

参 加 費   ２、０００円／人  

参加申し込み  ９月３０日までに下記にお願いします。 

             橋本 090-7746-8689 または                                           

             月田 090-2127-7856                                             

浅井三姉妹の次女・お初

が建立した常高寺 
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山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

安土城再建を夢見る会が来町 

 
去
る
八
月
九
日
、
滋
賀
県
近
江
八
幡

市
に
あ
る
N
P
O
法
人
「
安
土
城
再
建

を
夢
見
る
会
」
（
平
成
二
八
年
設
立
登

記
）
と
「
東
京
江
戸
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一

九
」
実
行
委
員
会
四
名
の
の
訪
問
を
受

け
ま
し
た
。
 

 
安
土
城
を
築
城
し
た
織
田
信
長
は
幸

若
舞
「
敦
盛
」
を
舞
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
関
係
で
幸
若
舞
関
係
情
報
を

求
め
て
の
来
町
で
あ
っ
た
、
 

 
同
法
人
理
事
長
の
尾
崎
信
一
郎
氏
の

説
明
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

安土城 １５７９年信長が築城した。１５８２

年の本能寺の変後、天守（天主）などが焼失し

（原因については諸説あり）１５８５年廃城と

なった。大正以降滋賀県などにより発掘調査が

行われているが、再建には至っていない。 

 
平
家
物
語
の
冒
頭
の
一
節
「
祇
園
精
舎

の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
沙

羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ

ら
わ
す
…
」
と
平
敦
盛
と
熊
谷
直
実
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
日
本
人
の
精
神
構
造
の
基

底
で
あ
る
。
 

 
あ
ら
ゆ
る
既
成
の
権
威
を
否
定
し
た
信

長
で
あ
っ
た
が
、
「
敦
盛
」
と
は
、
琴
線

波
長
が
あ
い
幸
若
舞
・
敦
盛
を
舞
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
天
守
（
天
主
）
を
中

心
と
し
た
安
土
城
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
キ
リ

ス
ト
教
に
影
響
が
認
め
ら
れ
る
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
 

 
「
夢
見
る
会
」
で
は
、
ま
ち
お
こ
し
の

一
環
と
し
て
安
土
城
を
再
建
し
、
そ
の
郭

内
に
お
い
て
、
信
長
が
舞
っ
た
で
あ
ろ
う

幸
若
舞
「
敦
盛
」
の
再
現
を
期
し
て
い
る
。
 

 
し
か
し
、
信
長
の
幸
若
舞
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
な
記
録
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
ま
で
も
映
画
や
舞
台
な
ど
で
演
じ
ら
れ

て
は
い
る
が
ど
れ
も
し
っ
く
り
し
な
い
。

そ
こ
で
、
尾
崎
理
事
長
が
衣
裳
や
音
曲
、

所
作
を
独
自
の
想
像
力
で
、
再
現
し
た
。
 

 
本
日
の
訪
問
は
、
こ
の
幸
若
舞
再
現
に

関
す
る
隠
れ
た
資
料
は
な
い
か
、
再
現
案

に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
き
す

る
た
め
に
訪
問
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
連

の
説
明
の
あ
と
、
衣
裳
も
つ
け
ら
れ
て
実

演
さ
れ
た
。
 

 
主
な
意
見
等
の
や
り
取
り
は
次
の
様
で

あ
る
。
 

 
舞
っ
た
信
長
の
衣
装
は
軍
装

で
あ
る
。
 

信
長
が
安
土
城
で
敦
盛
を
ど
の

よ
う
に
舞
っ
た
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
一
般
的
に
は
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
な
い
。
も
う
少
し
哀

調
を
帯
び
た
も
の
で
は
な
い
か
。

現
代
版
創
作
幸
若
舞
は
哀
調
を

ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
 

一
行
は
幸
若
舞
情
報
セ
ン
タ
ー

を
後
に
し
て
織
田
劒
神
社
に
参

拝
し
ま
し
た
。
（
３
面
に
続
く)

 

 

安土城再建のイメージ 

 キリスト教の影響が

あったとされる 
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幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されていますhttps://asahi-area-c.net/

 
ま
た
江
戸
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一
九
は
、

東
京
都
台
東
区
に
拠
点
を
お
く
一
般
社

団
法
人
「
江
戸
文
化
振
興
会
」
が
主
催

す
る
江
戸
時
代
の
芸
能
・
和
装
な
ど
を

評
価
・
伝
承
す
る
企
画
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

本
年
は
「
夢
見
る
会
」
が
出
展
す
る
た

め
、
橋
本
実
行
委
員
長
が
い
っ
し
ょ
に

来
町
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
同
氏
の
母
君

は
越
前
町
佐
々
生
の
出
身
と
の
こ
と
で

す
。
 

Ｔｏｋｙｏ江戸ウィーク２０１９秋まつり 

  テーマ  日本文化の「きれい」「おいしい」ここにあり 

  日 時  ２０１９年９月２０日（金）～９月２３日（月・祝）、１０時～１９時 

  会 場  東京都上野恩賜公園  

  その他  入場無料、来場見込み約１５万人、後援経産省・東京都・観光庁など 

       出展ブース約６０店舗 

第
八
〇
回
幸
若
講
座
開
催

 

 
さ
る
七
月
二
六
日
、
幸
若
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

で
第
八
〇
回
講
座
が
一
二
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
三
六
項
「
幸
若
家
と

将
軍
・
若
年
寄
と
の
交
流
、
身
分
の
変
化
」
と
第

三
七
項
「
狩
野
探
幽
、
大
い
に
幸
若
舞
を
楽
し

む
」
が
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、

三
代
家
光
ま
で
は
士
分
と
し
て
厚
遇
さ
れ
た
幸

若
で
あ
っ
た
が
、
四
代
家
綱
の
と
き
、
帯
刀
禁
止

令
が
発
布
さ
れ
て
、
芸
人
と
し
て
の
扱
い
が
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
幕
府
御
用
絵

師
・
狩
野
探
幽
は
幸
若
音
曲
を
溺
愛
し
た
ば
か

り
で
な
く
、
直
詮
肖
像
画
を
土
佐
光
信
の
真
筆

と
鑑
定
し
、
古
系
図
を
も
た
な
い
幸
若
の
由
緒

を
支
え
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
 

福
岡
県
み
や
ま
市
訪
問

 

大
頭
流
幸
若
舞
視
察
予
告

  来年１月２０日、福岡県みやま

市の大頭流幸若舞を鑑賞する視察

団を派遣することを予定していま

す。募集要領等詳細は次号に掲載

しますが、ご承知おきお願いいた

します。 

当面の主な予定 
 織田劒神社観月の夕べ  現代版幸若舞上演  ９月１５日（日）午後７時 

 朝日中学校文化祭 幸若舞出演＆授業     ９月２３日（月）午前10時55分 

 西田中白山神社秋季祭礼 現代版幸若舞上演  ９月２３日（月）    

 第８１回幸若講座       ９月２７日（金）幸若文化情報センター 

 小浜研修旅行（別掲）    １０月２７日（日） 

 朝日地区総合文化祭出展      １１月２～３日   
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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

 
 
 
 
 
 
 
 
私
は
、
一
五
年
前
に
、
 

 
 
 
 
 
 
 
地
域
の
若
い
人
を
対
象
に
、
 

 
 
 
 
 
 
 
自
己
変
革
の
研
修
を
五
年
 

 
 
 
 
 
 
 
間
開
催
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
地
域
を
知
り
、
時
代
を
知
り
、
自
分
を

知
り
、
そ
し
て
自
分
を
変
え
る
、
一
泊
二
日

の
合
宿
集
合
研
修
形
式
勉
強
会
。
毎
年
、
二

～
三
月
に
四
回
開
催
し
、
五
年
間
で
約
六
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

 
こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
い
て
も
、
底

力
の
あ
る
堅
実
な
経
営
を
進
め
て
、
立
派
な

経
営
を
し
て
い
る
会
社
は
、
押
し
な
べ
て

『
志
』
が
高
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
は
『
志
』
、
す
な
わ
ち
人
生
の
高
い
目
標

を
定
め
た
と
き
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
わ

き
生
命
力
が
旺
盛
に
な
り
ま
す
。
 

 
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
若
い
人
た
ち
の
目
を

見
て
い
れ
ば
、
そ
の
国
の
将
来
が
わ
か
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
家
に
限
ら
ず

企
業
で
も
、
そ
こ
に
働
く
若
い
人
た
ち
の
目

に
力
が
な
か
っ
た
ら
、
ま
ず
、
そ
の
企
業
に

未
来
は
な
い
と
判
断
で
き
ま
す
。
 

 
そ
の
次
の
時
代
の
主
人
公
が
目
標
を
失
い
、

と
り
た
て
て
理
想
も
な
く
、
ま
し
て
志
に
も

無
縁
な
人
生
を
送
っ
て
い
て
は
、
企
業
の
 

未
来
が
明
る
く
展
望
で
き
ま
せ
ん
。
逆
に
、

眼
光
が
鋭
く
、
意
欲
に
満
ち
満
ち
て
い
る

な
ら
ば
、
や
が
て
そ
の
企
業
は
、
そ
の
ま

ち
は
、
さ
ら
に
栄
え
て
い
き
ま
す
。
 

 
そ
ん
な
事
か
ら
、
「
幸
若
舞
の
里
づ
く

り
会
」
の
取
り
組
み
が
、
地
域
の
若
者
を

中
心
に
、
地
域
の
事
を
知
る
機
会
、
き
っ

か
け
に
な
る
と
、
今
以
上
に
地
域
に
愛
着

が
増
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
当
町
で
誕

生
し
、
室
町
時
代
、
武
士
た
ち
に
愛
好
さ

れ
た
貴
重
な
歴
史
資
源
「
幸
若
舞
」
。
戦

国
武
将
や
そ
の
時
代
の
人
た
ち
を
励
ま
し
、

勇
気
づ
け
、
憩
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
き

ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
と
い
う
時
代
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
明
治
維
新
以
降
の

こ
と
も
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

変
革
、
行
動
変
革
に
つ
な
が
る
と
、
そ
の

結
果
、
自
分
の
役
割
と
使
命
を
感
じ
、
地

域
は
よ
り
豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
ど
う
も
、
今
の
時
代
は
、
「
理
性
よ
り

感
性
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
組
織
運
営
は
「
支
配
と
命
令
と

管
理
型
か
ら
、
愛
と
対
話
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
型
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
人
々
に
伝
わ
る
情
報
が
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
雑
誌
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
中
心

だ
っ
た
の
が
、
個
人
個
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

色
々
な
方
法
で
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

同
じ
く
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
と
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、
感
性

が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
未
来

を
予
測
す
る
こ
と
が
、
非
常
に
困
難
な
時
代

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
個
人
も
組
織
も
、
自

ら
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
、
ゼ
ロ
か
ら
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
場
面
に
、
直
面
し
て
い
く
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
世
の
人
の
感
性
に
訴
え
、
共
感
を
呼

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
最
後
に
、
幸
若
舞
の
創
始
者
と
さ
れ
る
桃

井
直
詮
は
、
中
世
の
武
士
や
庶
民
の
感
性
に

訴
え
大
き
な
共
感
を
呼
び
、
能
楽
に
並
ぶ
中

世
芸
能
と
し
て
、
日
本
文
化
形
成
や
日
本
人

の
精
神
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

「
幸
若
舞
の
里
づ
く
り
会
」
の
活
動
が
、
現

代
人
の
感
性
に
訴
え
共
感
を
呼
び
、
"
命
か

ら
湧
き
上
が
る
欲
求
、
欲
望
、
興
味
、
関
心
、

好
奇
心
実
現
の
一
助
と
な
る
必
要
が
あ
る
事

を
強
く
感
じ
ま
す
。
 

（
朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
 

 

 
 
 
 
 
 
副
委
員
長
・
本
会
会
員
）
 

 

現
代
人
の
感
性
に
訴
え
共
感
を

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孝
久
 
治
宏

 

 
本
会
活
動
に
関
す
る
ご
提
案
、
ご
意
見
、
ご
感

想
な
ど
の
ご
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
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